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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
り
ま
し
た
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
先
ず
も
っ
て
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

松
浦
士
登
副
町
長
、
安
部
隆
教
育
長
の

退
任
に
よ
り
、
４
月
に
奥
原
徹
副
町
長

を
、
５
月
に
は
塔
村
俊
介
教
育
長
を
迎

え
新
た
な
町
執
行
部
体
制
と
な
り
ま
し

た
。
お
二
人
に
は
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た

識
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
各

施
策
に
お
い
て
そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
年
も
奥
出
雲
町
の
振
興
、

発
展
に
向
け
、
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て

い
く
所
存
で
す
。

　

昨
年
は
ス
ポ
ー
ツ
で
の
活
躍
が
顕
著

で
、
12
月
10
日
に
行
わ
れ
た
第
26
回
し

お
か
ぜ
駅
伝
で
は
、
奥
出
雲
町
チ
ー
ム

が
悲
願
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
旧

仁
多
町
、
旧
横
田
町
か
ら
参
加
し
て
き

た
大
会
で
初
め
て
頂
点
に
立
つ
こ
と
が

で
き
た
の
も
若
い
力
の
躍
進
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に
お
き
ま
し
て
も
町

内
の
選
手
ら
が
日
頃
の
練
習
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
、
全
国
の
舞
台
で
数
々
の

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
特
に
国
民
体

育
大
会
で
は
、
横
田
高
校
男
子
ホ
ッ
ケ

ー
部
が
優
勝
、
横
田
高
校
女
子
ホ
ッ
ケ

ー
部
が
準
優
勝
、
島
根
県
成
年
男
子
チ

ー
ム
が
第
３
位
の
成
績
を
お
さ
め
、
島

根
県
の
総
合
成
績
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。

　

そ
の
他
の
競
技
で
も
、
町
出
身
選
手

が
全
国
大
会
等
で
活
躍
し
、
非
常
に
喜

ば
し
い
限
り
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城
大
会
に
県
代

表
牛
と
し
て
本
町
か
ら
11
頭
を
出
品
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
畜
産

農
家
の
皆
様
の
和
牛
改
良
が
評
価
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
上
位
入
賞
に
向

け
て
団
結
し
、
最
終
審
査
に
堂
々
と
臨

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
大
変

厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後

に
つ
な
が
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
町
民
の
皆

様
の
輝
か
し
い
活
躍
を
未
来
に
つ
な
い

で
い
く
た
め
、
町
で
は
平
成
27
年
度
に

奥
出
雲
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
を
策
定
し
、
地
方
創
生
に
向

け
た
様
々
な
施
策
の
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
昨
年
７
月

に
は
本
町
へ
初
の
誘
致
企
業
と
な
る
株

式
会
社
セ
ラ
ク
様
が
、
三
沢
に
研
究
開

発
拠
点
「
奥
出
雲
農
業
Ｉ
Ｔ
研
究
所
」

を
開
所
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
的
に
は
地

元
企
業
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
て
い

た
だ
き
、
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
場
の

拡
大
や
地
場
産
業
の
活
性
化
に
大
い
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
奥
出
雲
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
等
の
移
住
定
住
支
援
、
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
を
活
用
し
た
住
ま
い
の
支
援
、

無
料
職
業
相
談
所
の
機
能
を
強
化
し
た

仕
事
の
斡
旋
、
多
様
な
人
材
の
育
成
に

係
る
相
談
・
支
援
を
総
合
的
に
行
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
こ
の
地
で

暮
ら
し
続
け
、
暮
ら
し
て
み
た
く
な
る

魅
力
あ
る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
12
月
補
正
予
算
後
で
１
５
３
億

４
８
４
２
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

生
活
基
盤
整
備
、
雇
用
対
策
、
定
住

対
策
、
子
育
て
支
援
な
ど
、
当
面
す
る

諸
課
題
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
健
全

で
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
、
町

の
振
興
と
発
展
、
町
民
生
活
向
上
に
尽

力
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
外
の
皆
様
か
ら
の
ご
厚
意

に
よ
る
平
成
29
年
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄

附
額
が
２
億
円
を
超
え
、
寄
附
件
数
も

前
年
よ
り
増
え
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
の
期
待

や
応
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
様
々
な
事
業
を
計
画
し
て
お

り
、
今
年
の
８
月
に
は
全
日
本
中
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
本
町
で
開
催

さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
決
定
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
も
町
政
各
般
に
わ
た
り
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
幸
多
き
年

と
な
る
こ
と
を
祈
念
し
て
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
30
年　

元
旦

　
　
　

奥
出
雲
町
長　

勝
田　

康
則

　12月10日、第26回浜田－益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）が開催され、奥出雲町チームが悲
願の初優勝を飾りました。
　師走の石見路を舞台としたコースは、益田陸上競
技場から浜田市のしまねお魚センター前までの９区
間、全長41.295ｋｍの設定。県内の中学生から一
般の男女で編成された40チームが参加し、世代を超
えてチームのたすきをつなぎました。
　奥出雲町チームは、３位で１区のたすきをつなぐと
２区で先頭に立ち、そのまま６区まで先頭を引っ張り
ました。７区で順位を落としたものの、８区で再び首
位に躍進し、９区の快走により２位と１分２秒差をつ

▲奥出雲町チームの皆さん

～まちのできごと～　

けゴールしました。
　今大会では、２区の田部智暉選手、９区の田部幹
也選手が区間賞を獲得し、最優秀選手賞に田部幹
也選手、敢闘賞に１区の加藤小雪選手が選ばれまし
た。
　12月14日に役場仁多庁舎で優勝報告会が行わ
れ、藤原幹男監督は「今回のチームは地元の選手、
ふるさと選手が集まりオール奥出雲として臨むことが
できた。悲願の優勝を獲得することができ、また町
村の励みになると言われた。連覇に向け努力したい」
と優勝の喜びを語りました。

　１月２日、３日に開催された第94回箱根駅伝に奥
出雲町三沢出身で桜美林大学３年生の田部幹也選
手が関東学生連合チームとして出場しました。第３区
で出場し、桜美林大学初の箱根ランナーとなり２１．
４ｋｍを力走しました。
　大会後、帰省された際に役場仁多庁舎を訪問し勝
田町長に大会の報告がありました。「ずっと１人で走
っていたのできつかったけど楽しめた」と初めての箱
根を振り返り、「この経験を活かし来年は大学単独で
出場したい」と最後の年へ向けての抱負を語られま
した。

　昨年12月、内閣府が推進する２０２０年東京オリ
ンピック・パラリンピックに参加する海外選手と地域
住民が交流する「ホストタウン」に奥出雲町が登録さ
れました。
　町技であるホッケーを活かし、同じくホッケー競技
の盛んなインドとの交流を通じて、同競技の普及振
興や地域振興を目指し、特産品の仁多米を通じた食
文化交流や雲州算盤とインド数学による教育交流を
行うことを予定しています。
　県内では松江市、邑南町に続き３件目の登録とな
り、これにより来年度以降インドホッケーチームとの
交流事業などで各省庁から財政支援や人材派遣を
受けることができます。キャンプ誘致の実現へ向け今
後も積極的に取り組んでいきます。

　
　

田部幹也選手　力走！
 －第９４回東京箱根間往復大学駅伝競走－

▲報告に訪れた田部選手（左）▲誘致予定国のインドの国旗

ホストタウンに登録
　　東京五輪キャンプ誘致に向けて前進

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

　　　奥出雲町チーム（敬称略）
監　督 藤 原 幹 男
コーチ 田 部 勇 二、景 山 雄 二
第１区 加 藤 小 雪 （仁多中３年）
第２区 田 部 智 暉 （仁多中３年）
第３区 朝 倉 祐 樹 （一般）
第４区 田 部 雄 作 （城西大１年）
第５区 若 槻 翔 馬 （仁多中３年）
第６区 加 藤 美 咲 （仁多中３年）
第７区 笹 野 忠 則 （一般）
第８区 原 　 一 智 （島根大２年）
第９区 田 部 幹 也 （桜美林大３年）

しおかぜ駅伝で快走しおかぜ駅伝で快走しおかぜ駅伝で快走しおかぜ駅伝で快走奥出雲町チームが初優勝


